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1. 私の経験的ロボット概論

　ロボット工学の基礎はこんな物があったらいいな，作り
たいなということから自然に発想される。あらゆる物がロ
ボットになる柔軟な思考が前提となるが実用化するにはメ
カトロ技術と渾然一体となることが必要である。
　ロボットでサッカーをしたいとのことから ROBOCUPが
生まれた。部屋の掃除は大変だから掃除ロボット「ルンバ」
が生まれた。話し相手が欲しい，対話したいとの要求から
ペッパーに代表されるような各種対話ロボット，空から地
上を自由に観察したいことからドローンロボット，自分で
判断して作業してくれたら助かるということから知能ロ
ボットという具合である。
　日本ではからくり，西洋では時計，オルゴールがロボッ
トの元祖と言われているように動きが大前提で動力をどう
伝えるかで各種歯車技術（差動歯車，ガンギ車，ラチェッ
ト，ラックピニオン）などの各種機械要素が進展し 1時代
前のカム式工作機械に繋がったのであろう。
　現在では機械式動力変換は嫌われモータで置き換えるの
が主流である。AC，DCサーボモータ，DDモータが使用
されるが，高性能磁石の採用で小型化し使いやすくなって
いる。油空圧アクチュエータも適用の仕方によっては強力
なツールとなる。
　センサについてはインクレメンタルあるいはアブソ
リュートの直線あるいは回転式センサが多用されフィード
バック制御を形成する。最近では慣性センサ (IMU)がロ
ボットにも使用されだした。
　制御方式は目的にあわして選択することになるがアナロ
グ PIDサーボ制御†が基本である。しかし，ロボットでは
デジタル制御が一般的で例えばOPEN RTMなるロボット言
語が使用される。
　上記のごときいわゆる産業用ロボットは ’60年代 米国
UNIMATION 社のプレイバックロボットの発表に始まると
言われる。同時にわが国でも油圧駆動ロボットの開発が始
まりボルト締結ロボットの発表があった。

　’70年代においては早稲田大学にてヒューマノイドロボッ
トWABOT-1の研究が開始され 85つくばロボット万博への
WL-12出展に繋がった。また山梨大学牧野グループのスカ
ラ組立ロボットの発表があったのもこの時代である。
　’80年代はロボット元年と言われ自動車産業用に，溶接，
塗装，組み立て用の各種ロボットが出現し日本は世界一の
ロボット大国と言われるに到った。
　’80年代原子力発電全盛時代に極限作業ロボット研究組合
が設立され当時としては先端的原子炉点検ロボットが各社
で開発されたが，試験に供されることがなくお蔵入りして
しまった。2011年に東日本大震災が発生し未曾有の原発事
故が誘発され今更の如く災害ロボット，廃炉ロボットの必
要性が言われたが，ロボット研究者が必ずしも怠慢であっ
たわけでない。
　2000年前後，日本経済が低迷しロボットも長期にわたり
停滞したが，その間に米国が復権し掃除ロボット「ルンバ」
に代表されるような画期的ロボットが開発されだした。現
在，米国国防総省提唱の DARPA PROJECTで災害ロボット
コンテストが開催され，世界的なレベルで性能競走してい
る。このようにロボット開発戦争時代が熾烈なのは次世代
の巨大産業はロボットとの認識があるからである。
　このような見地からアジア圏では中韓がロボット産業の
育成を急いで先進国に迫ろうとしている。
　このような時期に一昨年安倍総理がロボット革命委員会
を設置，“日本再生は新しいロボットで”を提唱するに至り
漸く負の時代に終止符が打たれロボット革命による日本再
生が提唱されるに至った。
　また近時，独国を中心とした第 4の産業革命や IOT 
(INTERNET OF THINGS)が提唱され機械間の通信，物と物
の通信が現実的になってきたこともわが国の対応を迫って
いる。
　さらに我が国固有の要因としてはひとつに超高齢者社会
の到来と若者の人口減少で社会が大きく変貌し医療，福祉　
農業，物流ロボットの必要性が大きく喧伝されるに至っ
た。またべつの要因として 2020年の東京オリンピック開催

*株式会社菊池製作所（〒 192-0252　東京都八王子市美山町 2161-12）
*Kikuchi Co.  (2161-12 Miyama-cho, Hachioji, Tokyo 192-0252)

私のロボット革命への取り組み

一柳　健 *

My Attempt to the Robot Revolution

Ken ICHIRYU*

特集／最新のロボット技術


